
 

・児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

・学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

（「令和６年度 全国学力・学習状況調査に関する実施要項」より抜粋）                                            

全国の平均正答率と 

比べて、やや下回る 

結果となりました。                                            

全国の平均正答率と 

比べて、やや下回る 

結果となりました。                                            

・いじめはどんな理由があってもダメだ 

・人の役に立つ人間になりたいと思う 

・人が困っているときは進んで助けたい 

・友達関係に満足している                                           

全国の平均正答率と 

比べて、やや下回る 

結果となりました。                                            

全国の平均正答率と 

比べて、やや下回る 

結果となりました。                                            

・人の役に立つ人間になりたいと思う 

・いじめは、どんな理由があってもい

ないことだと思う 

・朝食を毎日食べている 

・先生は、あなたのよいところを認め 

てくれている                                            

志摩市内 保育所(園)・幼稚園  

・認定こども園・小中学校 保護者の皆様 
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 ～全国学力・学習状況調査（志摩市の結果概要について）～ 
 

本年度も小学校６年生と中学校３年生の児童生徒を対象に、全国学力・学習状況調査が実施され

ました。調査結果の概要についてお知らせします。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

▼国語の記述式問題について、全国と比べて正答率は大きな差はありませんが、空欄となっている

解答もみられるので、書くことへの苦手意識や抵抗感があることが読み取れます。 

▼算数についても、計算や簡単な読み取りなどの基礎的な問題への理解は見られる反面、速さ 

  などの割合に関する問題や球に関する問題の理解には課題が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇無回答率を見ると、何とか解答しようとする意欲は全国と比べても遜色がありません。 

〇課題としては、 

▼国語では、条件を満たすような作文で答える問題や文章の意味を正しく読み取る問題に課題

がありました。 

▼数学では、根拠を説明したり証明したりする問題に課題がありました。 

〇「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」「各教科などで学んだ 

ことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか」の設問に対して肯定的 

に回答した生徒の平均正答率が高いことから、志摩市が取り組んでいる「主体的を育む活動」 

や授業における「ふりかえり」や「まとめ」の重要性がわかります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

     問い合わせ先：志摩市総合教育センター ℡５２－０２８０   

志摩市総合教育センター 
子どもの育ちや学びの支援 

全国学力・学習状況調査の目的 

生活の中で、自分や相手のことを大事にしようとしている

姿勢が見られます。このことは、今後も大事な取組として

継続していきたいと思います。 
 
 

正答率との関わりを分析してみると… 

生活リズムと平均正答率の間には関係性がみられ、

毎日同じくらいの時刻に寝ている子どもの方が、正答

率が高くなる傾向にあります。 

 

  

計算や漢字といった基

礎的な問題については一

定の成果が見られます。  

しかし、長い文章から

読み解いたり、記述した

りする問題には苦手意識

が見られます。 

【小学６年生の様子】 
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小学校の学習状況調査から 

そう思うという意見が多かった項目 

              

全 14問中の正答数の分布（◆:全国値） 

全 16問中の正答数の分布（◆:全国値） 

小学校では、１日当たりのテレビゲームやスマホの利用時間が多いということ

が課題となっています。中学校でも、平日、テレビゲームを 1日あたり２時間以

上利用している生徒の割合が高く、家庭学習の定着に課題があります。当然です

が、ゲームやスマホの時間が長くなれば、正答率が下がる傾向にあります。 
 

【中学３年生の様子】 

国語 
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数学 

中学校の学習状況調査から 

そう思うという意見が多かった項目 

「人の役に立つ人間になりたい」や「いじめを許さな

い」という認識は高く、市内の各学校が大切に取り組

んでいる人権教育の成果が出ています。 
 
正答率との関わりを分析してみると… 

「自分には、良いところがあると思う」という

項目に肯定的な回答をした生徒の方が、平均正答

率が高い傾向にあります。自己肯定感が安定した

生活や学習に関係していることがわかります。 

放課後や週末に「家で勉強や読書をしている」 

と回答した生徒の方が、平均正答率が高いという 

のも、うなずける結果です。 
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全 15問中の正答数の分布(◆:全国値) 

全 15問中の正答数の分布(◆:全国値) 

家庭と連携して取り組みたいこと 

家庭学習については、学校と連携・協力して取り組んでいただくとともに、

「みえの学力向上県民運動ホームページ」には、家庭学習を習慣化するための

アドバイス、家庭で活用できる資料を紹介する動画が掲載されています。右に

記載した二次元コードからアクセスできますので、ぜひご活用ください。 
 

 



三重県教育委員会作成 保護者向けリーフレットより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


